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はじめに 

 

2009 年に「留学生 30 万人計画」の提唱の下に始まった「国際化拠点整備事業（大学の国際化の

ためのネットワーク形成推進事業）」（以下、「グローバル30事業」と略称。）に大阪大学は採択され

ました。国内の留学生数を30万人にする計画の目標達成年度は2020年に設定され、国を挙げて留

学生の受け入れ体制の整備が進められ、当初目標は2020年を待つことなく達成されました。大阪大

学においても、「グローバル30事業」採択直後から大学の国際化に向けた全学的な推進体制を構築

し、学部英語コースを2コース、大学院英語コースを2コース設置するとともに、留学生受入れの

ためのサポート窓口設置等の環境整備を行い、また、近隣大学とのネットワーク構築や経済・産業

界との連携によりグローバル人材育成の推進を図り、大学の国際化を図ってまいりました。 

文部科学省事業としての「グローバル 30 事業」は、2013 年度で終了しましたが、本事業を契機

として学内で国際化の機運が高まり、2014年度以降も学内経費を充てるなどして継続実施していま

す。また2014年にはスーパーグローバル大学創成支援事業に採択され、その後、2018年10月には

指定国立大学法人に指定され、さらなる大学の国際化整備を続けております。 

大阪大学における一連の国際化事業のひとつとして、留学生 30 万人計画の最終年度である 2020

年には、日本人学生と留学生が混住できる新たな学寮である「グローバルビレッジ津雲台」が運用

を開始し、2021年4月には、箕面新キャンパスが箕面船場地域に発足します。同キャンパスは、25

言語の外国語を学ぶことのできる外国語学部の新たなキャンパスであり、このキャンパスに併設し

て、日本人学生と留学生の混住型学寮として「グローバルビレッジ箕面船場」が開設されます。 

当初の構想調書に記載した数値目標のうち、大学全体の留学生受入数、外国人教員数は目標を達

成し、2013年の事業終了後も年々その数値は増加しています。さらに、2013年の補助金終了時に比

べ、英語による授業科目数や、英語コースの数は大幅に増加し、特にダブル・ディグリーなどの共

同学位プログラム数は当時わずかに 1件だけでしたが、現在は55件にまで拡充しております。 

今後はコロナ新時代の教育の在り方を検討する中で、オンラインを駆使したヴァーチャル留学を

推進するなど、新たな国際化への取り組みを取り入れつつ、国際舞台においても未来の様々な社会

課題に挑戦する力強い人材の育成を進め、様々なステークホルダーからの信頼を得て、知・人材・

修学環境への経済的支援の好循環が得られる環境整備を進める計画です。 

このたび、外部評価委員の皆様に、事業採択から事業終了後も含めた10年間の取組と実績に対す

る評価を行っていただき、その内容を本報告書にまとめました。ご意見をいただきました事項につ

きましては、今後の本学のさらなる国際化への取組にあたり、大いに参考にさせていただく所存で

す。 

最後に、貴重な時間を割いて外部評価に参加いただき、本学のために有益なご意見とご提言を提

供いただきました外部評価委員の皆様に衷心より感謝申し上げますとともに、報告書作成のために

尽力いただいた関係教職員全員に厚く御礼を申し上げます。 

 

 

                         2021年3月 

                         大阪大学国際化拠点整備事業構想責任者 

                          理事・副学長     田中 敏宏 
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１．外部評価実施概要

Ⅰ 実施の経過と目的 

急速なグローバル化や世界の有力大学間の競争が激化する中、優れた留学生の獲得や戦略的な国

際連携による国際競争力の強化を図るため、我が国においても2008年に「留学生30万人計画」が

策定された。同計画の達成を目指し、留学生等に魅力的な水準の教育を提供するとともに、留学生

と切磋琢磨する環境の中で国際的に活躍できる高度な人材の養成が急務であるという政府方針のも

と、2009年に文部科学省によって国際化拠点整備事業（大学の国際化のためのネットワーク形成推

進事業）（以下「グローバル30事業」）が公募されることとなった。

大阪大学は、本事業に採択されて以後、大学の国際化に向けた全学的な推進体制を構築し、学部

英語コースを2コースと大学院英語コースを2コース設置するとともに、留学生や外国人研究者の

ビザ申請等のサポート窓口設置等の環境整備を行った。また、近隣大学とのネットワーク構築や経

済・産業界との連携によりグローバル人材の育成を推進することで、大学の国際化を図ってきた。 

この間、日本学術振興会のもとに設置された大学の国際化のためのネットワーク形成推進事業プ

ログラム委員会により、2011年度に中間評価、2014年度に事後評価を受け、これらの評価において

は、ともに5段階評価の上から2番目である「Ａ」評価を受けた。 

また、学内においては、2013年 3月と 2015年 3月に外部有識者による外部評価を実施した。文

部科学省補助事業としてのグローバル30事業は2013年度をもって終了したが、「留学生30万人計

画」においては2020年がその目標年となっており、グローバル 30事業は我が国を代表する国際化

拠点となる大学の整備を通じて、「留学生 30万人計画」の達成に向けた牽引役としての役割を果た

すことを期待された事業である。そのため、2020年度に事業の成果を総括するための外部評価を実

施し、留学生数や外国人教員数など数値目標の達成度合いを含め「国際化拠点」の実現状況につき

客観的な評価を受けた上で、その結果を文部科学省に報告することとなっている。 

Ⅱ 実施の概要 

１．外部評価の対象となる事業 

文部科学省の補助金により2009年度から2013年度までの5年間に実施された国際化拠点整備

事業（大学の国際化のためのネットワーク形成推進事業）とする。

２．評価項目 

以下の項目に関する評価を実施した。 

(1) 事業全般に関する評価

① 事業の実施体制
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② 評価結果への対応 

③ 構想調書に記載した数値目標の達成状況 

④ 近隣大学との連携による国際化の推進及び産業界との連携による留学生支援 

⑤ 外国人教員や留学生からの意見を取り入れる仕組み 

⑥ 学生獲得のための戦略的な広報体制 

(2) 教育プログラムに関する評価 

⑦ 英語コース修了生の動向 

⑧ コースの特徴ある授業 

⑨ 教育の質保証 

⑩ 留学生に対するサポート 

(3) 事業の継続性 

⑪ 補助終了後の事業の継続性 

⑫ グローバル化に向けた全学的な取組 

⑬ 今後の更なる国際化に向けた工程 

 

３．評価方法 

２．に掲げた①から⑬までの評価項目の取組状況と今後の展望を記載した評価シート及び５．

に示した参考資料に基づく書面審査と、外部評価委員会における大学側関係者のプレゼンテーシ

ョン及び質疑応答をもとに、各評価項目について委員が 5段階で評価するとともに、優れている

と評価できる点や改善すべきと思われる点等について意見を付した。 
 

４．外部評価委員 

大阪大学は、外部評価の実施にあたり第三者の意見を求める機関として学識経験者等から構成

される委員会を設置するものとし、以下の各界有識者に外部評価委員を依頼した。 

委員長  松 田   武 氏 京都外国語大学学長 

委 員  梅 谷 博 之 氏 帝人株式会社帝人グループ常務執行役員法務・知財管掌マテリアル技術本部長 

委 員  吉 川 秀 隆 氏 公益財団法人大阪府国際交流財団理事長 

委 員  萩 原 英 治 氏 大阪府立北野高等学校校長 

委 員  ルチラ・パリハワダナ氏 京都大学国際高等教育院附属日本語・日本文化教育センター教授 

 

５．参考資料一覧 

(1) 前回外部評価報告書（評価項目①） 

(2) 数値目標の達成状況（評価項目②③） 

(3) グローバルナレッジパートナー（GKP）及び ASEANキャンパス概要（評価項目②） 

(4) All in One Plan パンフレット（評価項目④） 

(5) 人間科学コース(HUS)紹介パンフレット（評価項目⑥） 
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(6) 化学・生物学複合メジャーコース(CBCMP)紹介パンフレット（評価項目⑥） 

(7) 国際科学特別コース(IUPS) 紹介パンフレット（評価項目⑥） 

(8) 各コースの入学者・卒業者データ（評価項目⑦） 

(9) カリキュラムマップ(HUS)（評価項目⑨） 

(10) Key Graduate Attributes(HUS)（評価項目⑨） 

(11) 遠隔講義ガイドライン(HUS)（評価項目⑨） 

(12) IRIS（留学生交流情報室）案内（評価項目⑩）  

(13) 留学生のためのオンライン就職対策講座（評価項目⑩） 

(14) 留学生のための就職相談コーナー（評価項目⑩） 

(15) 日本語よろず相談窓口（評価項目⑩） 

(16) Living in Osaka留学生・外国人研究者のためのリビングガイド(目次)（評価項目⑩） 

(17) 文部科学省からの補助金及び学内経費の推移（評価項目⑪） 

(18) 大阪大学の戦略的グローバル展開（評価項目⑬） 

(19) グローバルビレッジ及び OUグローバルキャンパス概要（評価項目⑬） 

(20) グローバル30とは？（文部科学省） 

(21) 「留学生30万人計画」骨子（文部科学省ほか） 

(22) 事後評価結果（文部科学省） 

(23) 拠点大学の構想の概要及び取組実績の概要（文部科学省事後評価資料） 

 

６．外部評価委員会 

日 時：2021年3月2日（火）14:00～16:00 

場 所：共創イノベーション棟会議室5（大阪大学吹田キャンパス） 

出席者：順不同 

  ＜外部評価委員会委員＞ 

松 田   武 氏 京都外国語大学学長 

梅 谷 博 之 氏 帝人株式会社帝人グループ常務執行役員法務・知財管掌マテリアル技術本部長 

吉 川 秀 隆 氏 公益財団法人大阪府国際交流財団理事長 

萩 原 英 治 氏 大阪府立北野高等学校校長 

ルチラ・パリハワダナ氏 京都大学国際高等教育院附属日本語・日本文化教育センター教授 

＜大阪大学関係者＞ 

田 中 敏 宏   理事・副学長（構想責任者） 

河 原 源 太   理事・副学長 

久 保 孝 史   教授（インターナショナルカレッジ長、化学・生物学複合メジャーコース長） 

   山 本 ベバリーアン 教授（人間科学コース長） 

   有 川 友 子   教授（国際教育交流センター長） 

   藤 田 清 士   教授（総長補佐、CAREN幹事会メンバー） 
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議 事： 

１．田中理事・副学長挨拶 

２．出席委員、大学側出席者自己紹介 

３．委員長の選出 

４．大学側プレゼンテーション 

５．質疑応答 

   ６．外部評価委員による協議 

７．委員長及び各委員からのコメント 

 

  概 要： 

   外部評価委員には、事前に評価シート及び参考資料を提供し、書面審査を依頼した。 

   外部評価委員会では、事業開始から現在に至るまで大阪大学が実施してきた国際化の取組や

今後の展望について、スライドを使って説明を行った。 

   また、外部評価報告書の作成手順を確認した。 
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２．総評 
 

2009年に開始したグローバル 30事業により得られた成果について、各種資料に基づく

書面審査及び外部評価委員会における質疑応答をもとに評価を実施し事業を総括すると

ともに、大阪大学における今後の更なる国際化に向けた所見を述べるものである。 

総合的に見て、文部科学省の補助事業の終了後も、大阪大学では教育の国際化に向け

た意欲的な取組が継続されており、学生に国際性を涵養するための多くの可能性が提供

されている。組織体制、取組、国際化の実現のいずれの面においても極めて高い水準が

維持されていると判断できる。提供された可能性を活かし、いかに自らの未来を切り開

くのかは学生自身にかかっているが、引き続き国際的な教育施策を維持、発展させ、様々

な可能性に積極的に挑戦する高い志を有した人材を輩出されることを期待する。 

 

 

Ⅰ 事業全般 

 

文部科学省の補助事業の終了後 7 年が経過しようとしている現在においても、総長の

リーダーシップの下、事業理念の実現のため学内経費を確保して自走化を図り、多岐に

わたる国際化の取組を組織的に継続し、数値目標の達成を含む成果を収めている点は素

晴らしい。 

とりわけ、外国語のみで卒業できるコースの拡充、数多くのダブル・ディグリー・プ

ログラムの新設、国際性涵養教育の正規カリキュラムの一環としての位置付け、学生・

職員の英語力向上に向けた取組、外国人と日本人の学生・教職員の混住施設である「グ

ローバルビレッジ」の創設は注目に値する。 

  また、外国語による授業科目が、補助事業終了時点の 484 科目から 1,466 科目と大き

く増加した。授業担当教員の負担は大きかったと思われるが、留学生のみならず日本人

学生にとっても大変有意義であると思われる。 

産業界との連携により、住居の提供、奨学金によるサポート、日本企業でのインター

ンシップ等がセットになった「All in One Plan」という今後大きな効果が期待される取

組がなされているが、その利用者数や実際の就職者数等の成果の状況についても検証が

望まれる。 

外国人教員や留学生からの意見を取り入れる仕組みについては、仕組み自体は充分に

確立されているものと推察されるが、その結果が学生の自主的な活動や日本人学生との

合同の取組に発展していったかどうかについても検証できればよいと思われる。学生が

自らの目標を見つけて、生き生きと自主的な活動に取り組むプロセスを通して、様々な

能力やスキルを習得すると考えられるからである。 

 

 

Ⅱ 教育プログラム 

 

  グローバル 30事業によって、大阪大学は、学部と大学院にそれぞれ 2つの英語コース

を開設した。大学院英語コース（国際物理特別コース、統合理学特別コース）は、補助

事業終了とともに理学研究科の所管プログラムとして内在化させ、学部英語コース（化
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学・生物学複合メジャーコース、人間科学コース）を引き続きインターナショナルカレッ

ジが所管することとしている。化学・生物学複合メジャーコースは「化学と生物の融合

分野で国際的に活躍できる人材を養成する」ことを目標としており、人間科学コースは

「激変する現代社会及び世界に貢献できる人材を養成する」ことを目標としている。 

  このうち人間科学コースにおいては、志願者が大きく増加していることに加え、近年

は TOEFL-iBT や国際バカロレア（IB）の極めて高いスコアを持つ者の出願が増えている

ことは特筆すべき点である。また、2019 年度にカリキュラム改革を行い、従前の「Global 

Citizenship」と「Contemporary Japan」という 2つの Major（専攻）を、「Diversity and 

Inclusion」「Japan Studies」「Politics and Global Studies」という 3 つの Focus（履

修モデル）に変更した。これによりカリキュラムを SDGs とリンクさせる取組を進め、大

阪大学が 2018年から実施しているユネスコチェア事業「グローバルヘルスと教育」と連

携し、その研究成果をコースの教育に直接反映させることができるようにしている。 

他方、大阪大学は国費外国人留学生の日本語予備教育機関である日本語日本文化教育

センターを有する強みを活かし、一定程度の日本語能力を持つ私費外国人留学生を対象

に、学士課程の入学前に 6か月間の日本語予備教育を行うプログラムを 2016年度入学者

から開始している。 

この実績をもとに、入学試験と低年次の教養教育を英語で実施する一方、入学前 6 か

月間の集中的な予備教育と入学後の継続した日本語教育によって日本語能力を引き上げ、

2年次後半以降の専門教育を日本人学生と共修させる「国際科学特別プログラム」を、化

学・生物学複合メジャーコースに代わって 2021年度入学者から新たに開始する。イノベー

ションを創出する上でも人材の多様性は重要な要素の一つであり、多様なバックグラウ

ンドを持つ学生が日常的に交流し切磋琢磨する環境を提供することが必要である。この

プログラムは、留学生と日本人学生が日本語を介して「混ざり合う」ことをねらいとす

る点で日本語教育に強みを有する大阪大学ならではの取組であり、日本語を習得するこ

とで、優秀な外国人の我が国への定着も期待できる。 

  卒業生の活躍を把握することにより、在学中のどのような教育が卒業後の何に役立っ

たのか、大学として検証することが重要である。構想中の DX in Education を活用した

Student Life-Cycle Management を構築し、入学前から卒業後までのキャリア段階に応じ

て個々の学生に最適化された学習支援が望まれる。 

また、卒業が遅れたり卒業できなかった学生はいたか、その要因は何だったのか、ど

のように対応しているのかを検証することも重要と思われる。 

社会に通用する高い能力を有した人材の育成には豊かな学問環境が必要であると考え

られるが、英語コースの授業担当について、現体制では一部の教員に負担がかかってい

るような印象がある。 

教育の質保証に関して、授業アンケートの検証や FD活動などの多くの取組がなされて

いる。今後は、ダブル・ディグリー・プログラムの質保障についても、どのようになさ

れているか共有できればよいと思われる。 

留学生に対するサポートについては、国際教育交流センターの IRISやサポートオフィ

スなどの手厚いサポート体制が構築・運用されている。 

  COVID-19 の中、大学も非常に苦労してきたことがよく理解できた。ワクチン配布もあ

り、いずれ収束に向かっていくものと見込まれるが、足元では今もなおウィズコロナ、

その先はニューノーマルの中で、どう対応していくのかは引き続き課題である。今回の
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経験を通じて、多くのことがリモートでも対応できるとわかった反面、対面でなければ

できないことやリモートでは効果が低いことも明確になってきた。この経験を踏まえ、

ニューノーマルの世界ではより効率的に進められるところは効率的に進め、真に対面で、

もしくは人でなければできないことに注力することが重要ではないかと思われる。 

 

 

Ⅲ 事業の継続性 

 

  大阪大学は、2009年のグローバル 30事業の採択を契機に、英語コースやサポートオフィ

スの設置、国際教育交流センターの改組・拡充など、大学の国際化に取り組み、グロー

バル 30事業に続くスーパーグローバル大学創成支援事業では、大学の原点である「適塾」

の精神を受け継ぐ Global University「世界適塾」の実現を掲げた。その後、現在の西尾

総長の就任に伴い、新たに「OUビジョン 2021」を策定し、「Openness（開放性）」をキー

ワードとした大学と社会の「共創（Co-Creation）」という概念に構想を発展させ、総長

のリーダーシップの下、「社会変革に貢献する世界屈指のイノベーティブな大学」を目指

すことを示した。 

  前述のとおり、文部科学省の補助事業終了後も、学内経費を確保して組織的な取組を

継続している。例えば、学生・職員の英語力向上に向けた取組を継続した結果、TOEFL-iBT 

79（ITP 550）相当以上のスコアを持つ学生は 2013年の 1,540人から 4,343人に、TOEIC 

700 点相当以上のスコアを持つ職員は 2013 年度 176 人から 286 人に増加している。学生

については、2018 年に「マルチリンガル教育センター」を設置し、語学教育の刷新に取

り組んだ成果が表れ始めているものと思われるが、大阪府のトップクラスの高等学校で

は、入学時点で英検 2 級以上の資格を持つ生徒が相当数を占めることから、英語 4 技能

（読む・書く・聞く・話す）をバランスよく伸ばす授業を目指しており、高大接続の観

点からも、ディスカッションやプレゼンテーション等の実用的な英語の運用能力を伸ば

す教育、機会を提供することも必要と思われる。 

日本人学生の海外派遣促進や日本人学生と留学生の共修の取組、留学生の多様性の確

保は今後更なる発展が期待される。新型コロナウイルス感染症拡大によって学生の留学

に対する熱が冷め、内向き傾向が再来しないような施策が望まれる。また、一般論とし

ては、国際分野に携わる職員が専門性や知識を蓄積し、専門職として職務を遂行できる

体制が必要であるように思われる。 

  グローバル 30事業は大阪大学の国際化に大きく寄与し、「内なる国際化」は確実に進

展した。一方、英語コースに在籍する留学生は日本語ができないことから日本人学生と

うまく交流できず、ともすれば孤立する傾向にあった点は否定できない。今後は、国際

科学特別プログラム等を効果的に展開し、留学生と日本人学生が「混ざり合い」、大学

の全構成員が当事者意識をもって国際化を推進することが期待される。 

  グローバル人材育成の本質は、人類や社会に貢献する人材の育成といえる。「大阪大

学の教育改革の全体像」で示した国際性涵養教育、高度教養教育、「知の探求」「知と知

の融合」「社会と知の統合」といったビジョンを教職員のみならず、広く学生やステーク

ホルダーにも共有するとともに、イノベーション創出の重要な要素となる Diversity & 

Inclusionを大阪大学の活動のコアに据え、世の中を動かすハブになるというような構想

を進めてはどうかと考える。 
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グローバル化とは、人と人とのコミュニケーション、コミュニティのセンスを養うこ

とである。これまでの事業の実績をもとに、これからは「阪大グローバルコミュニティ」

を目指し、理事、教職員、留学生、日本人学生全員が、この事業を通して Global Citizen

になる、というコモナリティやセンスを醸成する。そして、地球という船の、また、阪

大コミュニティのメンバーであるという意識を持って卒業した学生たちがどういうキャ

リアを辿っているか、関係者の努力がどのように花開いたか、数十年スパンの長期的な

視点で検証いただくことを期待する。 

 

 
大阪大学国際化拠点整備事業（グローバル 30）外部評価委員会 

委員長  松田 武 
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国際化拠点整備事業（グローバル30）における数値目標の達成状況

計画時 2013年度末 2013年度末 差 2020年度末 2019年度末 差

2008.5.1現在 目標（a） 実績（b） （b-a） 目標（c） 通年実績（d） （d-c）

― 1,960 2,816 856 3,000 3,901 901

1,385 1,655 2,556 901 2,205 3,448 1,243

25,364 25,280 24,530 -750 26,320 24,414 ▲ 1,906

― 7.80% 11.50% 3.70% 11.40% 15.98% 4.58%

計画時 2013年度末 2013年度末 差 2020年度末 2020年度 差

2008.5.1現在 目標（a） 実績（b） （b-a） 目標（c）
5.1現在実績

（d）
（d-c）

83 148 129 -19 210 344 134

2,883 2,900 3,177 277 2,900 3,585 685

2.90% 5.10% 4.10% -1.00% 7.20% 9.60% 2.40%

計画時 2013年度末 2013年度末 差 2020年度末 2019年度末 差

2008.5.1現在 目標（a） 実績（b） （b-a） 目標（c） 通年実績（d） （d-c）

227 330 513 183 640 591 ▲ 49

170 480 528 48 970 720 ▲ 250

外国人教員比率
（Ｃ／Ｄ）

大学間交流協定等
に基づく交換留学
の拡大

派遣

受入

留学生受入

外国人教員

外国人教員数（Ｃ）

全教員数（Ｄ）

留学生数（Ａ）

（Ａ）のうち在留資格
が「留学」の者

全学生数（Ｂ）

留学生比率
（Ａ／Ｂ）

参考資料②－1

－ 35 －





－ 37 －



－ 38 －



－ 39 －



－ 40 －



－ 41 －
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2010 2011 2012 2013 2014 2015
志願者数 19 59 64 52 53 66
合格者数 14 21 41 37 28 25
⼊学者数 13 12 19 19 19 18
 うち外国籍の者 11 11 12 13 14 8
 うち奨学⾦受給者 11 10 9 14 13 11
 うち⼊学料免除採択者 13（国費：11） 12（国費：3） 11（国費：1） 8（国費：3） 0 3（国費）

 うち授業料免除採択者 13(国費：11） 12（国費：3）
14（国費：1、
半免：3）

16(国費：4、半
免：2）

10（半免：8）
4（国費：3、半
免：1）

卒業者数 5 10 12
進学 5 8 11

主な進学先

⼤阪⼤学
神⼾⼤学
National
University of
Singapore

⼤阪⼤学
University of
Toronto
Univeristy of
Regensburg
University of
Aukland
University of
Oxford

⼤阪⼤学
Rice University
John Hopkins
University
University of
California

就職 0 1 1

主な就職先 - ⺟国の会社 ⺟国の会社

進学･就職以外 0 1 0
退学者数 0 0 0 3 1 1

2016 2017 2018 2019 2020 2021
志願者数 90 94 84 65 42 -
合格者数 21 20 22 24 12 -
⼊学者数 9 12 13 12 12 -
 うち外国籍の者 8 8 10 8 8 -
 うち奨学⾦受給者 8 9 11 8 - -
 うち⼊学料免除採択者 4（国費） 4（国費） 4（国費） 2（国費） - -

 うち授業料免除採択者
6（国費：4、半
免：2）

5（国費：4、半
免：1）

5（国費：4、半
免：1）

7（国費：2、半
免：3）

- -

卒業者数 16 18 13 14 4 -
進学 14 15 12 11 4 -

主な進学先

⼤阪⼤学
 University of
Melbourne
Imperial
College London

⼤阪⼤学
University of
Manchester
University of
Cambridgex
Imperial
College London

⼤阪⼤学
Paris Descartes
University

⼤阪⼤学
University of
Warwick

⼤阪⼤学
University of
Texas at Austin

-

就職 1 1 0 0 0 -

主な就職先

⺟国の会社 Goldman Sachs - - -

-

進学･就職以外 1 2 1 3 0 -
退学者数 2 1 1 1 1 -

(※）化学・⽣物学複合メジャーコースは、2019年10⽉⼊学を最後に学⽣募集を停⽌し、2021年4⽉から新たに理学部国際科学特別コース
において学⽣の受⼊を開始予定。したがって、同コースの2020年度⼊試の実績は、国際科学特別コースの数値。

理
学
部
・
⼯
学
部
・
基
礎
⼯
学
部

化
学
・
⽣
物
学
複
合
メ
ジ
ャ
ー
コ
ー
ス
︵
※
︶

理
学
部
・
⼯
学
部
・
基
礎
⼯
学
部

化
学
・
⽣
物
学
複
合
メ
ジ
ャ
ー
コ
ー
ス
︵
※
︶

参考資料⑦
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2010 2011 2012 2013 2014 2015
志願者数 29 61 60 80 51
合格者数 10 10 10 15 15
⼊学者数 9 10 8 14 10
 うち外国籍の者 6 6 5 10 6
 うち奨学⾦受給者 5 6 5 10 7
 うち⼊学料免除採択者 9（国費：1） 10（国費：1） 7（国費：2） 0 5（国費）

 うち授業料免除採択者 9（国費：1） 10（国費：1） 7（国費：2） 11（半免：3）
6（国費：5、半
免：1）

卒業者数 7
進学 3

主な進学先 ⼤阪⼤学

就職 4

主な就職先
京セラ株式会社
楽天株式会社

進学･就職以外
退学者数 0 1 1 1 3

2016 2017 2018 2019 2020 2021
志願者数 73 93 94 89 96 -
合格者数 20 20 20 20 20 -
⼊学者数 14 13 10 14 15 -
 うち外国籍の者 9 9 5 10 7 -
 うち奨学⾦受給者 9 11 6 10 8 -
 うち⼊学料免除採択者 3（国費） 6（国費） 4（国費） 6（国費） 7（国費） -

 うち授業料免除採択者
8（国費：3、半
免：5）

7（国費：6、半
免：1）

4（国費）
8（国費：6、半
免：2）

7（国費） -

卒業者数 8 7 14 7 12 -
進学 3 4 5 5 5 -

主な進学先

⼤阪⼤学
東京⼤学

東京⼤学
⽴命館
エラスムスムン
ドゥスプログラ
ム 他

⼤阪⼤学
京都⼤学
ライデン⼤学
他

エジンバラ⼤学
グルノーブル⼤
学
ボストンカレッ
ジロースクール
他

東京⼤学
オックスフォー
ド⼤学 他

-

就職 3 1 7 0 5 -

主な就職先

Coldman Sachs
JICA
外資系コンサル
ティング会社

教育機関 ⼤阪ガス株式会
社
ロバート・ウォ
ルターズ
株式会社ビケン
テクノ

三洋化成⼯業株
式会社
国内企業 他 -

進学･就職以外 2 2 2 2 2 -
退学者数 1 1 1 -

⼈
間
科
学
コ
ー
ス

⼈
間
科
学
部

⼈
間
科
学
コ
ー
ス

⼈
間
科
学
部
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HUS Int’l Program Remote teaching guidelines (Core meeting 2020.8.28) 

RECOMMENDATIONS for the AUTMUN SEMESTER 2020-21 

These guidelines are intended to help you re-design your syllabus for remote teaching so that 
students’ course workload meets MEXT requirements. They are also meant to help us respond 
to feedback from students at the end of the past semester, when they felt overwhelmed by the 
number of written assignments and from long hours of sedentary activity in front of a screen. 

According to MEXT, a 2-credit course should consist of 90 academic hours. One academic 
hour is equivalent to 45 minutes, actual time. Therefore, actual time for a 2-credit course is 
67.5 hours. In normal times, a course should include 15 weekly in-class meetings and 1 exam 
week per semester. Total in-class actual time is 22.5 hours (1.5 hrs x 15 weeks). 
Preparation time for midterm exam, class presentation, final reports etc. should be deducted 
from the total actual time (67.5 hours). The remaining time is for a student’s weekly 
preparation or homework.  

Below is an estimate of the time required for a student for course preparation. For the 
calculation of estimated time see the Course Workload Estimator 
https://cat.wfu.edu/resources/tools/workload/.  

Type of assignment Preparation time required for an average student 

Midterm exam 6 to 8 hours 
Class presentation 6 to 8 hours 
Final report/essay 10 hours 
Reading assignment (20 pages) 1.5 hour 
a 250-word reaction/reflection note 1.5 hour 

Recommendations 

1. Every professor should decide how to distribute the 67.5 hours within the 15 weeks
bearing in mind that students have expressed a preference for a mix of Zoom sessions and
content on demand.

2. Online session (Zoom) time should ideally be capped at 60 minutes. Time can be allocated
as follows:

a) up to a 45-minute lecture, followed by discussion and feedback, with 5 min. break
in-between;
b) a 30-minute lecture + discussion, and another 30-minute lecture + discussion,
with a 5-minute break.

3. In weeks with online Zoom meetings we suggest assigning a reading not exceeding 20
pages.

4. In weeks with no Zoom meetings we can assign a reading up to 30 pages. For readings
longer than 30 pages, we should clearly indicate which sections students must read (not
exceeding 30 pages) and leave the remaining sections as optional.

5. Professors should provide a reading guide with 1-2 questions. The questions should be
embedded in the reading and help students to identify the author(s)’ argument and/or
key concepts. The response to the reading guide does not necessarily have to be submitted
or graded, depending on your grading scheme.

6. Reaction/Reflection/Short Writing papers can be assigned on weeks when there is no
reading. These can be a reaction to a previous week’s Zoom class, or previous readings.
These should be 250 to 400 words. We recommend no more than 3 of these papers in the
semester.

7. We should diversify the assignments to make it less monotonous and more interesting to
complete. For example: consider a literature review, annotated bibliography, problem-

参考資料⑨－３ 
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solving, simulation, debate, article analysis, op-ed, Wikipedia entry, discussion boards. 
We should calculate and decide how much time students should spend on the assignment. 

8. Attendance: Every professor can decide whether to require attendance for Zoom meetings.
However, if students are in a different time zone and attending class is difficult, we
recommend giving them the option of watching a recording of the class on-demand.

9. Inform students that recorded Zoom sessions will not be distributed to anyone other than
students enrolled in this course and only students enrolled in the course can have access
to it on CLE. Data will be deleted at the end of the semester. This information can be
included in the syllabus.

10. Professors should coordinate with others when setting deadlines for major assessments
(final reports/essays) so that they do not overlap (see Philip’s excel sheet).

11. If the same group of students has back-to-back classes, professors should coordinate on
alternate weeks for Zoom meetings (check Philip’s excel + verify with G30 office).

12. The syllabus outlining the course content for online learning needs to be revised and
uploaded onto KOAN by the end of August. Detailed syllabi with assignment
requirements, rubrics and readings should be made available to students and/or uploaded
onto CLE at the beginning of the semester.

13. We recommend students to avoid taking more than 9 courses per semester, at least while
we are teaching online. Based on MEXT criteria, the total number of hours per week a
student needs for 9 courses is 40.5 hours.

Below are two examples of course structure 

Example 1 
Content Frequency 

Zoom sessions 1 per month (60 min.) 

Content on demand Short videos; professor’s narrated ppt... 

Readings On average, 20~30pp weekly (alternating with reflection notes…) 

Reflection note, critical reading notes etc. Monthly (250-400 words) 

Discussion board 1 per month 

Exams N/A 

Reports 1 report 

Group presentations 1 group presentation 

Example 2 
Content Frequency 

Zoom sessions Fortnightly (60 min.) 

Content on demand Short videos; professor’s narrated ppt... 

Readings On average, 20~30pp weekly (alternating with reflection notes…) 

Reflection note, critical reading notes etc. Monthly (250-400 words) 

Discussion board 1 per month 

Exams 1 or 2 exams 

Reports N/A 

Group presentations N/A 

－ 54 －



Information Room for International Students
Advice on daily life

Study area

Computers & Internet

Lounge

Tea & Coffee

Magazines, newspapers and brochures

In Japanese and English

Notice board (information on used goods,

language exchange, assistance etc.)

Information on scholarships, career,

part-time jobs, internship, studying abroad etc.

Life and academic support

Intercultural events

   And lots more!!!   

CIEE HP  (EN) ciee.osaka-u.ac.jp/en/ (JP) ciee.osaka-u.ac.jp 
The above homepage has a lot of updated information on medical services, disaster prevention, career 

support and more, as well as exchange events and daily life supports by IRIS. Please check it by all means.

E-mail  iris@ciee.osaka-u.ac.jp
 If you would like to get the IRIS letter (information for International Students), please send an e-mail!
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Toyonaka Branch 

Minoh Branch 
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Request IRIS Letter provides you with various information and announcements about 
upcoming events and activities. Currently, all enrolled students are sent to the e-mail address 
registered with KOAN, but please let us know the e-mail address you often use to IRIS. 
Send us an E-mail with your 1) name, 2) faculty or course, 3) nationality. 

IRIS Letter  

KOAN IRIS

1) 2) 3) 

IRIS iris@ciee.osaka-u.ac.jp  

IRIS Letter  2020 No.6 (2020.10) 

 IRIS  
. 2020
.
.

Contents of this IRIS-letter  
1. Japanese Language Program for International Students, 2020 Autumn-Winter
2. The schedule of inter-campus shuttle bus
3. Student medical checkups

::::: . 2020  
 

10 8 ( )
10 22 ( )13 00  

http://ciee.osaka-u.ac.jp/japanese_program/guidebook/ 

::::: . Language Program for International Students, 2020 Autumn-Winter  
Osaka University offers a variety of courses for those who want to learn Japanese.  
Anyone who is an international student of Osaka University can take courses in the program. 
Registration is handled over the internet. Classes begin on October 8th (Thu.).  
Class registration ends on October 22nd (Thu) at 13:00.  
http://ciee.osaka-u.ac.jp/en/japanese_program/guidebook/ 

:::::  2.  
10 1 IRIS URL
http://www.osaka-u.ac.jp/ja/access/bus.html 

:::::  2. The schedule of inter-campus shuttle bus 
School buses are in service from October 1st (Thu.). The schedule sheet is available at IRIS or at 
http://www.osaka-u.ac.jp/en/access/bus.html 
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2020.12 国際教育交流センターIRIS 

IRIS（吹田）及び CIEE 豊中分室、箕面分室では、留学生と日本人等一般学生の交流イベン

トを実施しています。

Ⅰ．不定期のイベント 

① 10 月 30 日（金）スコーンクッキング（豊中 B.S.P.）

2020 年 10 月 30 日(金) 1 部 12:15～、2 部 13:30～

IRIS 豊中分室にて豊中 B.S.P.主催の「B.S.P-スコーン作

り-」が開催されました。新型コロナウイルス感染症対

策を十分に行った上で留学生 9 名、日本人等一般学生

15 名が参加しました。作ったスコーンは持ち帰りまし

た。

② 11 月 10 日（火）伝統遊び（吹田 B.S.P.）

2020 年 11 月 10 日（火）12：30～、IRIS にて吹田 B.S.P.

主催の「伝統あそび」が開催されました。

10 月に来日した新留学生 2 名を含む留学生 3 名及び日

本人等一般学生 4 名が参加しました。留学生は、けん

玉、あやとり、折り紙を日本人等一般学生から学び、和

やかな雰囲気の中で、楽しいひと時を過ごしました。

③ 11 月 15 日（日）秋の遠足 服部緑地公園（箕面 B.S.P.）

2020 年 11 月 15 日（日）、吹田市の緑地公園内にて箕

面 B.S.P.主催の One Day Trip が開催されました。

参加学生（留学生 8 名、日本人等一般学生 5 名）は全

員、十分な感染予防対策をした上で、吹田市の服部緑

地内にある“民家集落博物館”を見学しました。

その後、公園内で留学生と日本人等一般学生がゲーム

などで交流を深めました。秋晴れの下、有意義な時間

を過ごしました。

④ 11 月 26 日（木）OUISA HOUR（OUISA）

2020 年 11 月 26 日（木）12：00～、IRIS にて OUISA 主催

の「OUISA Hour~TUNISIA~」がハイブリッド方式で開催さ

れました。対面式で留学生 5 名日本人等一般学生 1 名、

Online で留学生 1 名日本人等一般学生 1 名が参加しまし

た。

博士後期課程留学生の CHAOUALI SALMA さんより、出身

国 TUNISIA の歴史から日常生活まで多岐にわたる内容の

説明がありました。
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Ⅱ．定期的なイベント 

① 日本語カフェ・英語カフェ（オンライン／対面）(B.S.P.)

各キャンパスの B.S.P.が、日本語・英語カフェを Zoom

や対面で開催しています。1 月の予定については、以下

の B.S.P. Facebook をご確認ください。

（2 月、3 月は実施予定なし）

https://www.facebook.com/BSPOsakaUniversity

② Arabic Time (OUISA) ※隔週火曜日

2020 年 11 月 17 日（火）12：00～、IRIS にて OUISA 主

催の「Arabic Time」が開催されました。留学生 6 名及び

日本人等一般学生 1 名が参加しました。アラビア語圏の

留学生 5 名が、非アラビア語圏の学生のレベルに合わせ

て、アラビア語会話を楽しみました。 

③ 留学生のためのオンライン就職対策講座（国際教育交流センター）

10 月から 1 月まで、日本で就職を希望する留学生に対

し、就職活動に役立つ全 8 回のセミナーをオンラインで

実施しています。 

12 月 14 日 (月)に ZOOM にて開催された第 6 回セミナ

ーでは、留学生 14 名が参加し、エントリーシートの書き

方・合同企業説明会等対策について学びました。 

※OUISA:大阪大学留学生会（Osaka University International Students Association）

※B.S.P.：Brothers and Sisters Program 留学生支援や交流活動を行う学生団体

国際教育交流センターIRIS（留学生交流情報室）は OUISA や B.S.P.の活動を支援しています。

今後のイベント予定 

・12 月 23 日（水）OUISA Hour（ヨルダン）(OUISA)

・1 月 7 日（木）お正月遊び（吹田 B.S.P.）

・1 月 7 日（木）書き初め（箕面 B.S.P.）

・1 月 18 日（月）第 7 回キャリアセミナー（国際教育交流センター）

・1 月 25 日（月）第 8 回キャリアセミナー（国際教育交流センター）
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Everyday Guide for International Students and Scholars

Everyday G
uide for International Students and Scholars

Living in Osaka

Living in O
saka
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留学生・外国人研究者のためのリビングガイド

全文　https://iss-intl.osaka-u.ac.jp/supportoffice/wp-content/uploads/2018/05/2b41277c862f77d6f8bd9042ab8801f7.pdf
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2009（H21) 2010（H22) 2011（H23) 2012（H24) 2013（H25)

250,343,000 202,500,000 211,216,000 223,133,000 165,950,000

事業推進費 159,971,245 40,163,267 10,733,250 27,790,353 839,796

人件費 36,933,072 145,625,247 187,319,448 181,253,606 164,431,524

旅費 39,420,911 12,613,746 12,651,903 14,089,041 678,680

設備備品費 14,017,772 4,097,740 511,399 0 0

35,000,000 19,676,000 29,000,000 26,091,914 45,897,607

文部科学省からの補助金及び学内経費の推移
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